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●通帳機能
2019/11

●振込セキュリティ強化
2022/4

●口座引落予定
　等の通知機能
2020/3

●外貨預金
　入出金
2021/10

●個別プッシュ通知
2021/12

2021/4

2022/3

●定期入金
●口座開設
●振込
2020/6～7

●他店口座追加
●カードロック
●カードローン取引
●ローン照会
●PDF印刷
●定期解約

2020/10

●住所変更
●キャッシュカード再発行
●ファミリー口座照会

2021/3～5
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　▼

愛知県の新規通帳レス比率 70％
20歳代の通帳レス利用者 25％

月間の振込件数 3万件

11
万
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　▼

中期経営計画での計画 16 店舗に対して27店舗実施
　　　（2019年度〜2021年度）

デジタル化の進展、スマホバンキングの普及などにより、店舗の役割は急速に変化してきています。
お客さまのニーズの変化をとらえたチャネル戦略を展開することで、最適な営業体制の構築をめざします。

デジタル化による利便性向上と業務効率化

データ利活用による生産性の向上

スマホバンキングの機能を拡充し、従来の窓口取引や各種手続きを来店しなくてもスマホで完結できるように取組み
を進めてきています。

これまで接点が持てなかったお客さまに対する
アプローチの強化

マイナンバーカードを活用した
公的個人認証にも対応

お客さまとの新しい接点 新しい技術の採用

2021年12月
スマホバンキング利用者に対し、個別にプッ
シュ通知の送信を可能としました。
本機能追加により、スマホバンキング利用者
に対するOne to Oneマーケティングを実
現していきます。

2022年4月
振込限度額引上げ方法を郵送（簡易書留）
からアプリ上（eKYC）で本人確認資料の
読込に変更しました。
本人確認方法については、本人確認書類と
容貌（顔）を撮影する方法のほか、マイナン
バーカードによる公的個人認証など、本人
確認書類のICチップ読み取りを活用した
方法にも対応していきます。

ネット社会の急速な進展、スマートフォンの利用者増加などにより、お客さまの銀行店舗に対するニーズも変化しています。
このようななか、当行では、お客さまの利便性と店舗ネットワークを維持しつつ、効率化を進めています。

百五銀行は中期経営計画「未来へのとびらⅡ」において、
行内に存在するさまざまなデータを「誰もが」「いつでも」

「簡単に」活用できる「デジタルプラットフォーム」を構築
し、データ分析スキルの向上やAI の活用に取り組んで
いきます。

データを利活用することでマーケティングを高度化し、
お客さま個別のニーズに合致した最適な商品・サービスの

提供を行います。
また、業務のさらなる効率化・高度化も進めていきます。
データ利活用の取組みは、2022年4月に新設した経営

企画部ＩＴ戦略課が中心となって進めます。その後本部
各部署・営業店を含めた全行的な取組みに順次拡大する
ことで、銀行全体のデータ利活用のレベル向上を図って
いきます。

店舗内店舗方式による機能集約
お客さまのご負担を最小限に抑えながら、店舗内店舗方式で店舗を統合し、営業エリアの重複解消による人員配置の

見直しをすることで、地域の発展に貢献する分野への取り組みを進めています。

2店舗実施

2019年度

さらに
拡大予定

2021年度 2022年度

12店舗実施 13店舗実施

2020年度

勘定系
システム

その他
サブシステム

マーケティング
データベース

CRM

マーケティングの高度化

業務の効率化・高度化

サブシステムの見直し

人事戦略への活用

デジタルプラットフォーム

生産性の向上
チャネル戦略・IT戦略

基本方針

重点戦略

スマホバンキングの軌跡

店舗ネットワークの最適化
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